
報 道 関 係 各 位                            2018 年 12 月 13 日 

 

「第 60 回 雪印メグミルク杯 全日本ジャンプ大会」 

2019 年 1 月 5 日（土）札幌宮の森ジャンプ競技場にて開催 

雪印メグミルク株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：西尾  啓治）は、 

2019 年 1 月 5 日（土）開催の「第 60 回 雪印メグミルク杯 全日本ジャンプ大会」（主催：公益財

団法人札幌スキー連盟、公益財団法人北海道スキー連盟）に協賛いたします。 

 

本大会は新年最初の全日本クラスのスキージャンプ大会であり、冬の風物詩として 1958年の第 

１回以来長きにわたり親しまれ、来年（次回）で 60回目を迎えます。 

 

会場となる札幌市宮の森ジャンプ競技場はノーマルヒルのジャンプ台で、女子組、ジュニア組、少

年組、成年組と、幅広いジャンパーが参加します。これまでも、本大会で好成績を収め世界に羽ばた

いていった選手も多く、「若手ジャンパーの登竜門」として重視されてきた大会でもあります。 

 

本大会ではジュニアジャンパーの育成に貢献したいとの願いから、未来のトップジャンパーを目指

す北海道内のジャンプ少年団に所属する小中学生を招待し、全日本クラスの競技会を生で観戦できる

場を提供しています。 

 

また会場内では、雪印メグミルク商品のサンプリングや、選手がデザインしたオリジナルＴシャツ

の抽選会、じゃんけん大会などのアトラクションを実施し、来場者が参加してお楽しみいただけるよ

う大会を盛り上げてまいります。 

    

雪印メグミルクはスキージャンプの振興を通じて、引き続き社会に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【大会概要】(予定) 

●日時： 2019 年 1 月 5 日（ 土）  

       8： 30～  受付開始 

       9： 00～  国旗掲揚 

       9： 30～  試技開始 

      10： 30～  競技開始 

●会場： 札幌市宮の森ジャンプ競技場 

     （ 札幌市中央区宮の森 1 条 18 丁目）  

●競技内容： 女子組、 ジュニア組、 少年組、 成年組 

●テレビ放映： 2019 年１ 月 5 日（ 土）  

        16： 00～16： 54（ Ｈ Ｂ Ｃ 北海道放送）  

  

【会場内でのアトラクション等】 

●来場者参加型のアト ラクショ ン  

( 1) 商品サンプリ ング時に「 抽選券」 を配布し ます。 競技１ 本目終了後、 大型映像により 当選

番号を発表、当選さ れた方に原田侑武選手がデザインし たオリ ジナルＴ シャツをプレゼン

ト し ます。  

( 2) 閉会式終了後、 じ ゃんけん大会を実施し 最後まで勝ち残った 10 名の方に、 雪印パーラー 

のお食事券をプレゼント し ます。  

 ●展示コーナー 

   顔出し パネルやト リ ッ クアート などの写真撮影コーナーを設置し ます。  

●商品の配布 

雪印メ グミ ルク商品を先着 800 名様に提供し ます。  

 ●Ｓ Ｎ Ｓ 抽選コーナー 

   当日の模様の写真にハッ シュタ グをつけて、 Ｓ Ｎ Ｓ に投稿し て頂いた方の中から抽選で雪印 

メ グミ ルク商品の詰め合わせをプレゼント し ます。  

 ●キッ チンカー 

   会場入り 口にキッ チンカーを設置し 、 雪印メ グミ ルク商品を使用し た温かいメ ニューを提供 

し ます。  

 

【若手ジャンパーの育成支援】 

 第 50 回記念大会時に新設し た特別奨励賞※を、 今回も継続し ます。  

※特別奨励賞：初めて大会に出場した若手選手を対象に、思い切りの良いジャンプで 

  今後を期待できる選手に対して表彰します。（対象：ジュニア組、女子組） 

 

 
 
 
 

 
 
 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

雪印メグミルク株式会社 

 広報ＩＲ部 広報グループ 

TEL 03-3226-2124  FAX 03-3226-2150 



 
【60 回大会ポスター】 
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